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Q28a Fermiγ衛星によるカメレオン座分子雲の観測
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銀河内に広がる星間物質は、宇宙線電子との間で生じる制動放射や、宇宙線陽子との核反応によって生じた π

中間子の崩壊を通じて、空間的に広がったγ線を放射する。これらのγ線生成率は、物質の温度や密度などの状
態によらないため、その観測は、星間物質の分布や宇宙線のエネルギー・空間分布を探るうえで強力な手段であ
る。星間物質の中でも、太陽系近傍 (∼1 kpc内)に位置する分子雲は、銀偉の高いものが多く、視線方向の重なり
をもった銀河面放射の影響を受けにくいため、γ線放射の議論を不定性なく行うことができる。昨年 6月に打ち
上げられた Fermi衛星の優れた感度、特に高い位置分解能と広いエネルギー帯域 (20 MeV–300 GeV)によって、
領域内の宇宙線エネルギースペクトルや物質の詳細な分布、分子ガスのトレーサーとして広く用いられる CO輝
線と主成分であるH2の比 (Xco)などを、精度良く議論できることが可能となった。
本講演では、太陽系近傍の巨大分子雲のうち、カメレオン座分子雲の解析結果について報告する。カメレオン

座領域の分子雲は、比較的小質量 (104 M⊙程度)、太陽系に近い (∼200 pc)などの特徴を持つ。この分子雲領域の
詳細な解析と、他の分子雲の結果との比較を報告し、領域内の物質分布ならびに、太陽系近傍における宇宙線ス
ペクトルの分布、Xcoの一様性などについて議論する。


